
 
 
 
 
 

 

 

前日から時折少雨となることが予想される中、5/20（土）当日の実施判断となりました。結果的

には進行に影響する雨ではなく、午後は晴れ間も見え、予定どおりの内容を無事終了することがで

きました。 

実行委員をはじめとして、生徒たちがリーダーシップを発揮して行う運動会となるよう教職員が

意識して指導や支援に当たってきました。このスタイルを別の場面でも行っていくために、生徒・教

職員ともに、成果や課題を検証していく必要があります。 

開会式の挨拶では、次の言葉を生徒たちに伝えました。（抜粋）   『昨年度の運動会は、拍手

による応援が中心でしたが、今年度は声を掛け合いながら、学級の色に関係なく、そして上級生と

下級生の垣根を越えて、誰に対してであっても、一生懸命に取り組む姿には、惜しみないエールを

送ってほしいと思います。競技においても、係活動においても、生徒一人一人が主役の運動会です。

自分たちで、最高の一日を作り上げましょう。』 

一年生にとっては、入学以来ひと月半で迎える大きな学校行事でし 

た。全員で取り組んだ大縄跳び「一致団結全員ジャンプ！」に込めた工 

夫は、学級毎に異なる跳び方をしている様子からも伝わってきました。 

二年生は昨年度に引き続き、学年種目を 

自ら考案し実践しました。「アラジン～吹カレ流サレ皆デ繋ゲ～」は、い 

わゆる「いかだ流し」に新たな競技を加えたもので、見る人を魅了して 

いました。異なる大きさの球を、高さ 4mの箱に収めるたびに拍手が沸 

きました。 

「大ムカデ」に挑戦した三年生は、各学級が歩を進めるにつれて、リ 

ズムに合わせた手拍子が会場から送られ、一体感を生んでいました。 

練習時より安全面から、必ず教員が伴走していましたが、本番で学級 

担任が脇で生徒と共に進む姿は、日頃の学級の様子を見ているようで 

感動的でした。 

終盤に全生徒で取り組んだ「全校ソーラン」の素晴らしさを含め、閉会式の講評では、上記のと

おり競技の様子を話す予定でした。しかし、それにも増して、運動会が進むにつれて、生徒たちが互

いを讃え合う声援や拍手が、溢れるように会場を覆っていく、その雰囲気に触れずにはいられなく

なりました。応援すること、されることの良さやそれにより湧き上がる力、感情、運動会だけで終わら

せてほしくない、そう伝えて講評に代えました。生徒が主役で、自分たちで作り上げた運動会と言え

る場面がたくさんありました。 

三年振りに人数制限なくご来賓や保護者の方々にご参観いただくことが叶いました。また、当日

の運営において、地域学校協働本部及びＰＴＡの皆様にもご支援をいただきました。厚く御礼申し

上げます。 

 

【教育目標】○責任を重んじる ○学習に励む ○健康なからだをつくる ○美しい生活を求める 

六中だより http://www.bunkyo-tky.ed.jp/dairoku-jh/ 

文京区立第六中学校 校長 佐藤勝也 

令和５年度第２号（令和５年５月３０日発行） 

  応援する姿が際立っていた運動会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓球部 

区中学校卓球研修大会   男子シングルス優勝 ２年１名 

 

ソフトテニス部 

  文京区民大会 中学校ソフトテニスの部 個人戦ダブルス第３位 ３年男子２名 

文京区中学校ソフトテニス 春季大会  団体戦第３位  ３年男子７名・２年男子１名 

 

バスケットボール部男子 

      SAKURAカップ 優勝  ３年８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の活躍 

【敬称略】 

 
部 活 動 

【敬称略】 

令和元年

6 月 内閣

府 

 
１日（木）児童・生徒の学力向上を 

図るための調査（２年） 
３日(土)修学旅行（３年；～５日（月） 
６日(火)ブラインドサッカー体験（２年） 

振替休業日（３年；～７日（水）） 
期末考査二週間前 

 ９日（金）プレゼンテーション能力 
向上プログラム（２年） 

１０日（土）土曜授業公開 
         第１回進路説明会（３年） 
１２日（月）全校朝礼 
 

１３日（火）児童・生徒の学力向上を 
図るための調査（１年） 

１４日（水）期末考査一週間前  水泳前検診 
１５日（木）生徒委員会 
１６日（金）中央委員会 
１９日（火）避難訓練 
２１日（水）期末考査一日目 
２２日（木）期末考査二日目  
２３日（金）期末考査三日目 
２６日（月）生徒朝礼 

領域診断テスト（３年） 

６
月
の
予
定 


